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市況状況

ラワン薄ベニヤ ・ ・ ・ ・

ファルカタ正寸12㎜Ｔ2 ・ ・ ・

針葉樹12㎜ 3×6 ・ ・ ・ ・

国
産
針
葉
樹
合

板
の
荷
動
き
は
３

月
中
旬
か
ら
引
き

合
い
が
増
え
て
い

る
。
２
月
下
旬
か

ら
全
国
的
に
一
服

感
が
広
が
っ
た
が
、

プ
レ
カ
ッ
ト
な
ど

直
需
系
の
顧
客
を

中
心
に
新
年
度
か

ら
の
仕
事
に
向
け

た
注
文
が
入
っ
て

い
る
。
た
だ
、
構

造
用
集
成
材
や
間

柱
な
ど
木
材
製
品

全
般
に
不
足
し
て

お
り
、
大
手
プ
レ

カ
ッ
ト
会
社
も
受

注
制
限
を
始
め
て

い
る
。
今
後
、
需

要
が
あ
っ
て
も
木

材
不
足
か
ら
加
工

が
進
み
づ
ら
く
な

る
可
能
性
も
あ
り
、

引
き
合
い
が
ど
こ

ま
で
増
え
る
か
は

見
通
し
づ
ら
い
。

一
方
、
国
内
合

板
メ
ー
カ
ー
は
在

庫
薄
の
状
態
が
続

い
て
い
る
。
２
月

の
針
葉
樹
合
板
の

生
産
量
は
24
万
６

４
０
０
立
方
㍍
に

対
し
、
出
荷
量
は

23
万
９
９
０
０
立

方
㍍
で
、
生
産
量

が
出
荷
量
を
上

回
っ
た
。
こ
の
た

め
、
在
庫
量
は
11

万
４
０
０
０
立
方

㍍
増
に
。
久
し
ぶ

り
の
ま
と
ま
っ
た

在
庫
増
と
な
っ
た

が
、
在
庫
水
準
は

出
荷
量
ベ
ー
ス
で

０
・
４
カ
月
分
し

か
な
い
。
各
合
板

工
場
は
生
産
し
た

も
の
を
す
ぐ
に
出

荷
す
る
状
況
が
続

い
て
い
る
。

し
か
も
、
３
月

20
日
の
宮
城
県
沖

地
震
で
東
北
の
合

板
工
場
で
火
災
が

発
生
し
た
影
響
で
、

生
産
減
は
避
け
ら

れ
な
い
と
の
見
方

が
強
ま
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
る
仮
需

手
当
て
の
動
き
は

限
定
的
だ
が
、
木

材
製
品
の
不
足
が

深
刻
化
す
る
な
か

で
の
在
庫
薄
と
一

部
合
板
工
場
の
生

産
減
に
よ
り
、
直

需
系
を
中
心
に
早

め
に
手
当
て
す
る

動
き
が
広
が
っ
て

い
る
。

２
０
２
１
年
第
２
・

四
半
期
の
欧
州
材
契
約

交
渉
は
、
各
品
目
で
ユ

ー
ロ
価
格
が
大
幅
な
値

上
げ
と
な
っ
た
。
構
造

用
集
成
材
は
、
Ｗ
ウ
ッ

ド
集
成
管
柱
・
Ｒ
ウ
ッ

ド
集
成
平
角
と
も
前
回

比
高
で
、
円
安
も
考
慮

す
る
と
輸
入
コ
ス
ト
も

高
く
な
る
。
集
成
材
メ

ー
カ
ー
向
け
ラ
ミ
ナ
や

再
割
メ
ー
カ
ー
向
け
Ｗ

ウ
ッ
ド
原
板
も
提
示
価

格
に
差
が
あ
る
が
ほ
ぼ

決
着
し
て
い
る
。

価
格
以
上
に
懸
念
さ

れ
る
の
が
供
給
量
で
、

い
ず
れ
の
品
も
絞
ら
れ

た
。
夏
に
か
け
て
の
入

荷
も
低
調
で
、
国
内
の

製
品
流
通
ひ
っ
迫
は
長

期
化
が
予
想
さ
れ
る
。

国
内
の
流
通
業
者
や

集
成
材
メ
ー
カ
ー
は
、

先
物
コ
ス
ト
の
高
騰
を

受
け
て
値
上
げ
を
急
ぐ
。

Ｗ
ウ
ッ
ド
集
成
管
柱
は
、

４
月
早
々
に
も
値
上
が

る
見
通
し
。
Ｒ
ウ
ッ
ド

集
成
平
角
も
大
き
く
値

上
が
り
そ
う
だ
。
競
合

す
る
米
松
製
品
が
３
月

後
半
に
値
上
げ
を
打
ち

出
し
て
お
り
、
欧
州
材

集
成
材
も
追
随
す
る
。

Ｗ
ウ
ッ
ド
集
成
平
角
も

流
通
の
減
少
で
強
含
み
。

プ
レ
カ
ッ
ト
工
場
で

は
資
材
在
庫
が
極
端
に

薄
い
た
め
値
上
げ
に
応

じ
て
い
く
方
針
。
だ
が

各
製
品
で
流
通
が
少
な

く
、
希
望
数
量
の
手
当

て
は
困
難
。
国
産
材
を

は
じ
め
代
替
品
を
探
す

動
き
が
広
が
る
が
、
供

給
力
に
は
限
り
が
あ
る
。

欧
州
材
製
品
の
入
荷

量
は
減
少
し
て
お
り
、

国
産
材
等
へ
の
代
替
提

案
が
進
ん
で
い
る
。
し

か
し
、
特
定
樹
種
へ
の

移
行
は
量
な
ど
が
課
題

に
な
り
困
難
だ
。
問
屋

は
「
今
後
は
商
社
や
問

屋
、
プ
レ
カ
ッ
ト
工
場
、

ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
の
す

べ
て
で
幅
広
い
樹
種
や

Ｂ
材
へ
の
代
替
対
応
が

求
め
ら
れ
る
」
と
話
す
。

Ｗ
ウ
ッ
ド
間
柱
は
代

替
品
の
杉
の
提
案
も
間

に
合
わ
ず
、
今
後
は
さ

ら
に
値
上
が
る
ほ
か
、

杉
に
加
え
て
桧
へ
の
代

替
が
進
む
と
予
想
す
る

声
も
あ
る
。
Ｗ
ウ
ッ
ド

集
成
管
柱
に
つ
い
て
問

屋
は
「
直
近
の
現
地
挽

き
、
国
内
挽
き
を
合
わ

せ
た
取
扱
量
は
昨
年
の

半
分
程
度
で
は
な
い
か

」
と
話
し
、
こ
ち
ら
も

値
上
が
り
が
続
く
見
通

し
。
Ｒ
ウ
ッ
ド
集
成
平

角
を
扱
う
問
屋
は
「
荷

動
き
は
堅
調
だ
が
、
毎

月
の
値
上
げ
実
施
の
可

能
性
も
含
め
、
顧
客
に

は
状
況
の
周
知
を
徹
底

し
た
い
」
と
話
す
。

名
古
屋
地
区
内
で

は
不
足
が
続
く
外
材

製
品
の
値
上
が
り
が

進
ん
で
お
り
、
こ
の

動
き
は
今
後
も
続
く

見
通
し
だ
。
こ
の
た

め
、
商
社
や
問
屋
は

国
産
材
な
ど
顧
客
へ

の
代
替
品
提
案
を
課

題
に
挙
げ
る
。
一
方
、

国
産
材
は
素
材
価
格

に
変
化
は
な
い
が
、

製
品
は
外
材
製
品
の

代
替
で
値
上
が
り
し

て
い
る
も
の
も
あ
る
。

地
区
内
製
材
・
合

板
工
場
の
素
材
需
要

は
旺
盛
だ
が
、
コ
ロ

ナ
禍
前
の
価
格
に
は

戻
っ
て
い
な
い
と
指

摘
す
る
森
組
関
係
者

も
い
る
。
今
後
の
素

材
不
足
を
見
越
し
て
、

地
区
内
製
材
工
場
の

な
か
に
は
前
月
に
素

材
調
達
価
格
を
引
き

上
げ
、
４
月
か
ら
全

製
品
に
価
格
転
嫁
し

た
と
こ
ろ
も
あ
る
。

国
産
材
製
品
は
、

Ｗ
ウ
ッ
ド
製
品
な
ど

外
材
製
品
の
不
足
が

深
刻
化
し
て
い
る
影

響
で
、
代
替
品
と
し

て
需
要
が
増
加
し
て

い
る
国
産
材
の
杉
間

柱
が
値
上
が
り
。
ま

た
、
素
材
不
足
か
ら

並
材
桧
土
台
の
不
足

を
指
摘
す
る
声
も
聞

か
れ
る
。
杉
間
柱
に

つ
い
て
は
、
今
後
も

値
上
が
り
が
続
く
こ

と
も
予
想
さ
れ
る
。

欧
州
材
製
品
の
入

荷
量
は
減
少
が
続
き
、

国
産
材
峠
の
代
替
提

案
が
進
ん
で
い
る
。

し
か
し
、
特
定
樹
種

へ
の
移
行
は
量
な
ど

が
課
題
だ
。
Ｗ
ウ
ッ

ド
間
柱
は
代
替
品
の

杉
の
提
案
が
間
に
合

わ
ず
、
今
後
は
大
幅

な
値
上
が
り
、
杉
に

加
え
て
桧
の
代
替
も

進
む
と
予
想
さ
れ
る
。

Ｗ
ウ
ッ
ド
集
成
管
柱

も
ラ
ミ
ナ
高
や
現
地

挽
き
の
入
荷
減
少
や

遅
れ
で
値
上
が
り
が

続
く
見
通
し
。
Ｒ
ウ

ッ
ド
集
成
平
角
を
扱

う
問
屋
は
、
今
後
は

現
状
か
ら
数
万
円
の

値
上
げ
の
可
能
性
を

指
摘
し
て
い
る
。

ロ
シ
ア
材
の
エ
ゾ

松
製
品
は
、
原
板
に

米
材
の
代
替
手
当
て

が
入
っ
て
い
る
た
め

単
価
が
上
昇
し
て
い

る
。
こ
の
た
め
、
製

材
工
場
で
は
既
納
客

へ
の
供
給
に
も
苦
心

し
て
い
る
と
い
う
。

品
薄
は
大
型
連
休
明

け
ま
で
続
く
と
見
ら

れ
る
。

米
材
輸
入
製
品
は
、

入
荷
減
少
、
流
通
在

庫
払
底
、
供
給
の
不

透
明
さ
か
ら
品
薄
感

が
強
ま
り
、
問
屋
か

ら
は
機
会
損
失
の
声

も
聞
か
れ
る
。

針
葉
樹
合
板
は
、

実
需
を
反
映
し
て
引

き
合
い
が
落
ち
着
い

て
い
る
が
品
薄
感
が

続
く
。
メ
ー
カ
ー
の

価
格
改
定
の
動
き
は

一
部
に
留
ま
り
、
横

ば
い
ム
ー
ド
に
変
化

し
つ
つ
あ
る
。

住
宅
業
界
が
木
材

製
品
不
足
で
声
を
上

げ
始
め
た
。
Ｊ
Ｂ
Ｎ

・
全
国
工
務
店
協
会

（
大
野
年
司
会
長
）

は
、
ま
だ
会
員
工
務

店
の
建
築
に
目
立
っ

た
影
響
は
出
て
い
な

い
よ
う
だ
が
、
「
こ

の
ま
ま
で
は
７
～
８

月
に
木
材
不
足
で
着

工
で
き
な
く
な
る
の

で
は
な
い
か
」
と
危

機
感
を
強
め
て
い
る
。

既
に
足
元
の
プ
レ
カ

ッ
ト
資
材
価
格
は
契

約
・
出
荷
時
で
開
き

が
出
て
い
る
が
、
プ

レ
カ
ッ
ト
工
場
が
契

約
時
の
価
格
で
納
め

て
い
る
様
子
。
今
後

は
契
約
の
文
言
を
変
更

す
る
必
要
が
あ
る
。
「

４
月
は
工
務
店
の
木
材

契
約
価
格
が
大
き
く
上

が
り
、
そ
の
後
は
木
材

が
手
に
入
ら
ず
価
格
未

定
と
い
う
話
が
多
い
」

と
話
す
（
Ｊ
Ｂ
Ｎ
・
全

国
工
務
店
協
会
）
。

全
国
建
設
労
働
組
合

総
連
合
（
全
建
総
連
）

も
、
３
月
末
か
ら
会
員

情
報
を
元
に
動
き
出
し

た
。
「
木
材
価
格
上
昇

で
、
こ
れ
ま
で
の
住
宅

販
価
で
は
売
れ
な
く
な

る
た
め
工
務
店
が
受
注

を
控
え
て
い
る
」
（
全

建
総
連
）
と
い
う
。

国
交
省
も
関
係
団
体

か
ら
の
声
を
元
に
情
報

を
収
集
し
始
め
た
が
、

木
材
供
給
は
林
野
庁
の

所
管
で
あ
る
た
め
で
き

る
こ
と
は
少
な
い
。
「

林
野
庁
と
情
報
を
共
有

し
て
い
き
た
い
」
（
国

交
省
）
と
話
す
。



国
土
交
通
省
は
３

月
31
日
、
２
月
の
新

設
住
宅
着
工
を
公
表

し
た
。
総
数
は
６
万

７
６
４
戸
（
前
年
同

月
比
３
・
７
％
減
）

と
な
り
、
前
年
同
月

比
で
20
カ
月
連
続
の

減
少
に
な
っ
た
。
２

月
分
で
は
、
直
近
最

低
の
２
０
１
０
年
５

万
６
５
２
７
戸
に
次

ぐ
11
年
ぶ
り
の
低
水

準
。
20
年
１
～
２
月

は
約
60
年
ぶ
り
の
落

ち
込
み
だ
っ
た
が
、

21
年
１
～
２
月
は
さ

ら
に
前
年
同
期
よ
り

約
４
０
０
０
戸
減
り
、

20
年
度
の
総
数
は
81

万
戸
を
割
り
そ
う
だ
。

20
年
１
～
２
月
は

持
ち
家
を
中
心
に
減

少
し
た
が
、
21
年
１

月
は
貸
家
、
２
月
は

マ
ン
シ
ョ
ン
が
大
き

く
減
っ
た
。
19
年
秋

の
消
費
増
税
反
動
減

と
大
型
台
風
の
影
響

で
20
年
１
～
２
月
は

大
き
く
減
っ
た
が
、

21
年
同
期
は
持
ち
家

や
貸
家
の
目
立
っ
た

挽
回
も
な
く
さ
ら
に

下
押
し
し
た
。

例
年
２
月
は
、
好

調
な
時
期
は
７
万
戸

前
後
と
な
る
が
、
リ

ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後

は
６
万
５
０
０
０
戸

水
準
だ
っ
た
。
20
年

度
２
月
ま
で
の
総
数

累
計
は
74
万
３
７
７

戸
（
前
年
同
期
比
８

・
９
％
減
、
７
万
２

５
８
１
戸
減
）
。
３

月
が
７
万
戸
な
ら
年

度
総
数
は
81
万
戸
だ

が
、
19
年
度
総
数
は

88
万
３
６
８
７
戸
（

前
年
度
比
７
・
３
％

減
）
で
あ
る
た
め
、

20
年
度
は
２
年
連
続

の
減
少
に
な
る
。

21
年
２
月
の
持
ち

家
は
２
万
３
９
０
戸

（
前
年
同
期
比
８
・

９
％
減
、
７
万
２
５

８
１
戸
減
）
。
３
月

が
７
万
戸
な
ら
年
度

総
数
は
81
万
戸
だ
が
、

19
年
度
総
数
は
88
万

３
６
８
７
戸
（
前
年

度
比
７
・
３
％
減
）

で
あ
る
た
め
、
20
年

度
は
２
年
連
続
の
減

少
に
な
る
。

21
年
２
月
の
持
ち

家
は
２
万
３
９
０
戸

（
前
年
同
期
比
４
・

３
％
増
）
と
、
４
カ

月
連
続
で
増
加
し
た
。

前
年
同
期
が
低
す
ぎ

た
た
め
前
年
同
期
比

で
は
増
加
し
て
い
る

が
、
低
水
準
が
続
い

て
い
る
。
20
年
度
累

計
は
24
万
７
５
７
戸

（
同
７
・
８
％
減
、

２
万
２
５
４
戸
減
）

で
、
年
度
総
数
は
26

万
戸
台
に
な
り
そ
う

だ
。
26
万
戸
台
は
１

９
６
２
年
度
以
来
58

年
ぶ
り
の
低
水
準
。

貸
家
は
２
万
２
５

５
６
戸
（
前
年
同
月

比
０
・
４
％
減
）
と

な
り
、
30
カ
月
連
続

の
減
少
。
た
だ
前
年

同
月
比
ほ
ぼ
横
ば
い

で
、
こ
こ
ま
で
減
少

幅
が
縮
ま
る
の
は
久

々
だ
。
リ
ー
マ
ン
シ

ョ
ッ
ク
後
の
貸
家
は
、

２
万
戸
を
割
り
か
ね

な
い
ほ
ど
減
退
し
た
。

２
０
２
０
年
度
累
計

は
27
万
５
７
７
３
戸

（
前
年
同
期
比
10
・

５
％
減
、
３
万
２
１

９
１
戸
減
）
と
減
り
、

３
月
に
２
万
５
０
０

０
戸
を
割
る
と
年
度

総
数
は
30
万
戸
を
下

回
る
。
30
万
戸
割
れ

は
11
年
度
以
来
10
年

ぶ
り
に
な
る
。

分
譲
は
１
万
７
３

９
８
戸
（
前
年
同
月

比
14
・
６
％
減
）
と

な
り
、
前
月
の
増
加

か
ら
再
び
減
少
し
た
。

４
カ
月
連
続
で
２
万

戸
を
割
る
の
は
14
年

以
来
７
年
ぶ
り
で
、

こ
こ
最
近
は
マ
ン
シ

ョ
ン
が
低
調
だ
。
20

年
度
累
計
は
21
万
７

３
１
７
戸
（
前
年
同

期
比
８
・
９
％
減
、

２
万
１
１
９
５
戸
減

）
と
な
り
、
３
月
に

２
万
戸
を
超
え
て
も

年
度
総
数
は
24
万
戸

前
後
。
14
年
（
23
万

９
０
８
６
戸
）
以
来

６
年
ぶ
り
の
低
水
準

に
な
り
そ
う
だ
。

マ
ン
シ
ョ
ン
の
２

月
分
は
６
７
７
９
戸

（
前
年
同
月
比
27
・

５
％
減
）
と
前
月
の

増
加
か
ら
減
少
し
、

戸
建
て
分
譲
は
１
万

４
７
０
戸
（
同
４
・

０
％
減
）
と
15
カ
月

連
続
で
減
少
し
た
。

基
材
に
南
洋
材
合
板
を

用
い
た
化
粧
板
が
、
薄
物

南
洋
材
合
板
の
価
格
高
騰

に
よ
り
一
斉
値
上
げ
の
様

相
と
な
っ
た
。
ま
た
、
入

荷
量
も
近
年
で
最
低
水
準

と
な
っ
て
い
る
が
、
今
の

と
こ
ろ
回
復
の
め
ど
は
立

っ
て
お
ら
ず
、
６
月
頃
に

は
深
刻
な
品
不
足
と
な
る

可
能
性
が
浮
上
し
て
い
る
。

背
景
に
は
、
３
月
に
大
新

合
板
工
業
が
南
洋
材
合
板

事
業
か
ら
撤
退
し
た
こ
と

と
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
合

板
メ
ー
カ
ー
、
ウ
ィ
ジ
ャ

ヤ
・
ト
リ
ウ
タ
マ
・
プ
ラ

イ
ウ
ッ
ド
・
イ
ン
ダ
ス
ト

リ
ー
の
合
板
工
場
が
Ｊ
Ａ

Ｓ
格
付
け
停
止
と
な
っ
た

こ
と
が
あ
る
。

表
面
に
オ
レ
フ
ィ
ン
シ

ー
ト
や
強
化
紙
、
塩
ビ
シ

ー
ト
な
ど
を
張
っ
た
化
粧

板
の
機
材
は
か
つ
て
は
南

洋
材
合
板
が
主
体
だ
っ
た

が
、
度
重
な
る
供
給
不
安

と
価
格
上
昇
を
受
け
て
、

Ｍ
Ｄ
Ｆ
や
パ
ー
テ
ィ
ク
ル

ボ
ー
ド
、
不
燃
基
材
な
ど

へ
の
素
材
の
多
様
化
が
進

ん
で
き
た
。
そ
れ
で
も
化

粧
合
板
台
板
は
台
板
樹
種

の
約
４
割
近
く
を
占
め
る

と
さ
れ
、
依
然
高
い
比
率

を
占
め
て
い
る
。

国
産
針
葉
樹
合
板
や
植

林
木
合
板
な
ど
を
用
い
た

新
機
材
も
登
場
し
て
い
る

が
、
特
に
湿
気
が
懸
念
さ

れ
る
キ
ッ
チ
ン
の
背
板
や

底
板
に
は
、
南
洋
材
合
板

へ
の
根
強
い
ニ
ー
ズ
が
あ

る
。各

物
件
で
は
あ
ら
か
じ

め
化
粧
板
の
仕
様
が
ス
ペ

ッ
ク
イ
ン
さ
れ
て
い
る
た

め
、
基
材
の
切
り
替
え
は

簡
単
で
は
な
い
と
い
う
事

情
も
あ
る
。

だ
が
、
今
回
の
薄
物
南

洋
材
合
板
の
品
不
足
は
近

年
に
な
い
深
刻
さ
だ
。
同

時
に
南
洋
材
合
板
台
板
を

利
用
し
た
化
粧
板
の
価
格

も
上
昇
傾
向
が
続
い
て
お

り
、
Ｍ
Ｄ
Ｆ
台
板
製
品
の

値
差
は
倍
近
く
ま
で
広

が
っ
て
い
る
製
品
も
あ
る
。

品
薄
と
同
時
に
、
台
板
価

格
の
高
騰
か
ら
化
粧
合
板

も
一
斉
値
上
げ
と
な
っ
て

い
る
。

化
粧
板
で
は
製
造
コ
ス

ト
の
７
割
を
基
材
が
占
め

る
た
め
、
値
上
げ
は
不
可

避
だ
。
南
洋
材
薄
物
合
板

２
・
５
㍉
、
３×

６
判
の

現
状
価
格
は
前
年
同
月
比

25
％
上
昇
し
て
い
る
が
、

先
高
が
進
み
、
５
月
に
は

同
40
％
近
く
上
昇
す
る
見

通
し
と
な
っ
て
い
る
。

南
洋
材
合
板
は
こ
れ
ま

で
に
も
価
格
変
動
を
繰
り

返
し
て
き
た
が
、
大
新
合

板
工
業
の
事
業
撤
退
の
影

響
は
大
き
く
、
供
給
減
の

解
決
に
は
時
間
が
掛
か
る

と
の
見
方
が
多
い
。
同
社

は
特
殊
サ
イ
ズ
の
少
量
加

工
を
手
掛
け
て
お
り
、
そ

う
し
た
製
品
の
供
給
を
受

け
て
い
た
化
粧
板
メ
ー

カ
ー
の
打
撃
も
大
き
い
。

Ｍ
Ｄ
Ｆ
基
材
へ
の
移
行

は
さ
ら
に
進
む
と
見
ら
れ

る
が
、
Ｍ
Ｄ
Ｆ
も
輸
入

チ
ッ
プ
や
接
着
剤
の
価
格

が
上
昇
し
て
お
り
、
こ
ち

ら
も
値
上
げ
基
調
と
な
っ

て
い
る
。

大
手
製
材
工
場
向
け

米
国
産
米
松
丸
太
の
４

月
積
み
は
２
カ
月
連
続

の
値
上
が
り
と
な
っ
た

模
様
だ
。
北
米
製
材
市

況
が
高
止
ま
り
す
る
な

か
、
現
地
向
け
の
価
格

が
じ
り
高
推
移
す
る
一

方
、
日
本
向
け
価
格
の

据
え
置
き
が
続
き
、
内

外
価
格
差
が
縮
ま
っ
た

こ
と
が
背
景
に
あ
る
。

一
層
の
円
安
進
行
に
加

え
、
フ
レ
ー
ト
が
大
き

く
上
昇
し
て
お
り
、
コ

ス
ト
増
が
著
し
い
。

こ
れ
を
受
け
て
国
内

挽
き
製
材
最
大
手
は
３

月
１
日
に
続
き
22
日
に

も
製
品
価
格
の
値
上
げ

を
実
施
し
た
が
、
コ
ス

ト
転
嫁
し
き
れ
た
か
は

不
明
だ
。
フ
レ
ー
ト
は

下
落
す
る
兆
し
が
な
く

丸
太
価
格
は
な
お
先
高

観
が
あ
り
、
値
上
げ
も

考
え
ら
れ
る
。

国
内
挽
き
米
松
製
材

は
輸
入
米
松
製
材
の
供

給
減
に
加
え
、
構
造
用

集
成
材
の
供
給
不
足
か

ら
代
替
の
引
き
合
い
が

活
発
化
。
国
内
挽
き
製

材
各
社
は
フ
ル
生
産
が

続
く
。
産
地
へ
の
丸
太

引
き
合
い
も
増
え
て
い

る
が
、
製
材
工
場
の
増

産
に
は
限
り
が
あ
り
、

供
給
を
増
や
せ
る
状
況

で
も
な
さ
そ
う
だ
。

た
だ
、
米
国
の
最
大

手
シ
ッ
パ
ー
の
日
本
向

け
の
供
給
姿
勢
は
変
わ

ら
ず
、
必
要
な
丸
太
の

供
給
は
維
持
さ
れ
そ
う

だ
。
集
成
材
の
供
給
不

足
を
補
う
の
が
難
し
い

と
し
て
も
、
原
料
の
安

定
供
給
は
米
松
国
内
挽

き
製
材
に
対
す
る
信
頼

を
高
め
、
先
々
の
シ
ェ

ア
維
持
に
寄
与
す
る
と

見
ら
れ
る
。

合
板
向
け
カ
ナ
ダ
産

米
松
丸
太
も
製
材
用
丸

太
に
連
動
し
た
値
上
が

り
が
続
く
。
カ
ナ
ダ
最

大
手
シ
ッ
パ
ー
の
供
給

量
は
順
調
に
回
復
し
て

い
る
が
フ
レ
ー
ト
が
高

騰
し
て
お
り
、
現
在
の

輸
入
コ
ス
ト
で
は
国
産

材
に
価
格
競
争
力
で
太

刀
打
ち
で
き
な
い
。
た

だ
、
輸
入
針
葉
樹
製
材

及
び
集
成
材
の
供
給
不

足
で
国
産
材
へ
の
引
き

合
い
も
活
発
化
。
国
産

材
丸
太
も
先
行
き
上
昇

の
公
算
が
大
き
い
。
合

板
用
の
国
産
材
丸
太
の

価
格
と
供
給
動
向
次
第

で
は
、
米
松
に
需
要
が

回
帰
す
る
可
能
性
が
な

い
と
は
言
い
切
れ
な
い
。

米
松
丸
太
は
産
地
価

格
の
高
値
と
日
本
向
け

供
給
量
の
低
下
が
続
き
、

国
内
在
庫
も
減
少
し
た

こ
と
で
調
達
が
難
し
く

な
っ
て
い
る
。
国
内
挽

き
大
手
メ
ー
カ
ー
が
段

階
的
に
値
上
げ
を
実
施

せ
ざ
る
を
得
な
い
コ
ス

ト
環
境
で
あ
り
、
中
間

流
通
業
者
や
需
要
者
は

代
替
材
を
探
す
動
き
が

活
発
化
し
て
い
る
。


